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小
児
医
療
費
の
中
学
生
ま
で

無
料
化
と
所
得
制
限
撤
廃
を

日
本
共
産
党　
　
　

上
田　

博
之

　

問　

「
乳
幼
児
医
療
費
無
料
化
を
国
の

制
度
に
」
と
１
９
７
１
年
に
日
本
共
産
党

が
国
会
で
取
り
上
げ
た
時
、「
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
だ
」
と
非
難
す
る
党
も
あ
っ
た
が
、

今
で
は
広
く
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
対

象
年
齢
も
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は
通
院
で

中
学
生
ま
で
の
助
成
が
実
現
し
て
い
る
。

県
が
小
学
校
就
学
前
ま
で
に
助
成
を
拡
大

す
る
の
で
、
本
市
独
自
の
上
積
み
が
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
近
隣
市
で
は
所
得
制
限

を
撤
廃
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
小
学
校

就
学
前
ま
で
は
撤
廃
で
き
な
い
か
。
通
院

１
回
２
０
０
円
な
ど
の
一
部
負
担
金
の
導

入
は
、
制
度
の
後
退
と
思
う
が
本
市
で
は

導
入
し
な
い
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

小
児
医
療
費
通
院
の
制
度
拡
大

は
、
平
成　

年
に
小
学
校
就
学
前
ま
で
、

１５

さ
ら
に
、
今
年
７
月
か
ら
小
学
１
年
生
修

了
ま
で
と
す
る
な
ど
、
近
隣
市
に
先
駆
け

て
拡
大
し
て
き
た
。
引
き
続
き
制
度
の
充

市長の４年間の取

り組みに対する評

価と今後について

市
民
会
議　
　
　
　
　

内
藤　

寛

２１

　

問　

市
長
は
前
回
の
市
長
選
で
当
選
し

て
以
来
、
市
政
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
数
々
の
改
革

を
断
行
す
る
な
ど
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
こ
ら
れ
た
。
市
民
の
安
全
・

安
心
を
何
よ
り
も
優
先
し
て
取
り
組
み
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
団
体
と
協
働
し

た
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ

る
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
の
創
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
開
始
な
ど
、
市
民
本
位
の
施
策
を
次
々

と
展
開
し
た
こ
と
は
、
本
市
に
対
す
る
深

い
愛
情
の
表
れ
と
評
価
す
る
が
、
市
長
自

身
は
こ
の
４
年
間
の
成
果
を
ど
の
よ
う
に

評
価
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

答　

市
長
就
任
以
来
、
綾
瀬
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
特
に
重
点
的

に
取
り
組
む
べ
き
９
つ
の
政
策
を
着
実
に

進
め
、
「
誰
も
が
住
み
や
す
い
と
思
え
る

ま
ち
綾
瀬
」
を
目
指
し
、
全
力
を
尽
く
し

て
き
た
。
９
つ
の
政
策
は
、　

項
目
の
事

４６

業
提
案
で
あ
っ
た
が
、
本
年
度
末
の
実
施

率
は　

％
の
見
込
み
で
あ
る
。
こ
の
実
績

７４

に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
る

と
思
う
が
、
自
分
自
身
と
し
て
は
、
ま
だ

ま
だ
努
力
が
不
十
分
で
、
満
足
の
い
く
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
任
期
満
了

ま
で
に
、
公
約
の
完
全
な
実
現
に
少
し
で

も
近
づ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
そ
の
後

の
こ
と
は
、広
く
ご
意
見
な
ど
を
聞
い
て
、

し
か
る
べ
き
時
期
に
申
し
上
げ
た
い
。
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一
般
質
問
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に
か
か
わ
ら
ず
、
市
政
全
般
に
対
し
て
、
議
員
が
執
行
者
の
考
え
方
を
た
だ
す
こ

と
が
で
き
る
も
の
で
す
。

　
　

月
定
例
会
で
は
、　

月　

日
・　

日
の
本
会
議
で　

人
の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
、
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

１２

１２

１７

１８

１６

し
た
。
以
下
は
質
問
・
答
弁
の
概
要
で
す
（
掲
載
は
質
問
順
、
４
面
ま
で
続
き
ま
す
）
。

早川交番を地域の

防犯拠点に位置づ

ける考えはないか

市
民
会
議　
　
　
　

安
藤
多
恵
子

２１

　

問　

市
の
中
心
部
に
、
市
民
が
待
ち
望

ん
で
い
た
警
察
施
設
が
い
よ
い
よ
建
設
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
施
設
の
概
要
は
ど

の
よ
う
か
。
ま
た
、
業
務
と
し
て
は
警
察

署
と
同
様
な
サ
ー
ビ
ス
が
実
施
さ
れ
る
か
。

ま
た
、
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の
全

体
的
な
考
え
方
は
ど
う
な
る
の
か
。
警
察

施
設
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
で
、
既
存
の
早

川
交
番
は
、
無
人
と
な
っ
て
取
り
壊
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
、
地
域
住
民

が
危
惧
し
て
い
る
が
、
交
番
を
青
パ
ト
の

基
地
や
青
少
年
指
導
員
・
補
導
員
、
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
の
方
た
ち
の
会
合
に
使
用
す

る
な
ど
、
地
域
防
犯
の
拠
点
の
モ
デ
ル
と

し
て
位
置
づ
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　

答　

敷
地
約
１
５
４
５
㎡
、
延
べ
面
積

約
６
２
５
㎡
の
２
階
建
て
の
建
物
に
、
自

動
車
警
ら
隊
や
交
番
機
能
な
ど
を
設
け
、

車
両
８
台
を
配
備
し
、
常
時
約　

人
程
度

１８

が
勤
務
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

面
で
は
、
免
許
証
の
更
新
な
ど
市
民
の
便

益
が
上
が
る
業
務
を
行
う
よ
う
要
望
し
て

い
る
。
全
体
的
な
考
え
方
は
、
今
回
の
施

設
を
含
め
た
警
察
機
関
や
自
治
会
な
ど
の

連
携
強
化
を
図
る
と
と
も
に
防
犯
協
会
の

活
動
支
援
な
ど
、
地
域
の
自
主
的
な
防
犯

活
動
を
促
進
し
て
い
く
。
早
川
交
番
は
、

県
と
の
調
整
や
施
設
の
状
況
調
査
と
併
せ

て
住
民
に
意
見
を
聞
き
、
全
体
的
な
自
主

防
犯
体
制
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

（
ほ
か
に
「
副
市
長
二
人
制
は
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
」
を
質
問
）

実
に
努
め
て
い
く
が
、
現
時
点
で
は
中
学

生
ま
で
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い
。ま
た
、

所
得
制
限
の
あ
り
方
は
近
隣
市
の
状
況
を

参
考
に
、
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。
一
部

負
担
金
は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と
い
う

視
点
か
ら
も
慎
重
に
対
応
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
来
年
度
の
予
算
編
成
の
中
で
も

十
分
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
対

す
る
市
長
の
ス
タ
ン
ス
を
質
す
」
「　

人
３５

以
下
の
少
人
数
学
級
の
対
象
学
年
の
拡
大

を
」
を
質
問
）

食
育
推
進
の
た
め
市
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か

市
民
会
議　
　
　
　
　

青
�　

愼

２１

　

問　

私
た
ち
の
食
生
活
は
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に
伴
い
、
大
き
く
変

化
し
て
、
食
を
大
切
に
す
る
心
や
優
れ
た

食
文
化
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
。
食
は
知
育

や
徳
育
、
体
育
の
基
礎
で
あ
り
、
健
康
で

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
上
で
、
健
全

な
食
生
活
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
市

で
は
食
育
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。
ま
た
、
食

育
推
進
に
関
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の

募
集
や
、
家
族
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、

食
事
を
す
る
な
ど
、
楽
し
い
だ
ん
ら
ん
の

日
と
し
て
「
家
族
の
日
」
を
つ
く
る
こ
と

を
広
報
な
ど
で
呼
び
掛
け
て
は
ど
う
か
。

　

答　

食
育
推
進
は
あ
や
せ
健
康
プ
ラ
ン

　

に
沿
い
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
食

２１育
推
進
を
図
り
、
併
せ
て
生
活
習
慣
病
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
平
成　

年
度
に

２０

は
、
あ
や
せ
健
康
プ
ラ
ン　

の
見
直
し
を

２１

す
る
の
で
、
こ
の
中
に
食
育
関
係
の
項
目

を
入
れ
る
よ
う
考
え
て
い
る
。
食
育
を
推

進
す
る
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、
食
育
を

含
め
た
健
康
づ
く
り
に
市
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
め
る
よ
う
、
来
年
度
募
集
を
考

え
た
い
。
ま
た
、広
報
紙
な
ど
を
活
用
し
、

あ
や
せ
健
康
プ
ラ
ン　

の
行
動
目
標
で
あ

２１

る
「
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
食
事
を
し
よ

う
」
を
推
進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」
「
街
頭
消
火
器
の
設
置
に
つ
い

て
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
質
問
）

防
災
力
向
上
の
た
め
実
効
性

の
高
い
訓
練
を
行
わ
な
い
か

市
民
会
議　
　
　
　

笠
間　

善
晴

２１

　

問　

関
東
大
震
災
の
発
生
か
ら　

年
後

６０

の
昭
和　

年
以
前
か
ら
、
東
海
地
震
を
想

５８

定
し
た
防
災
訓
練
が
各
地
で
行
わ
れ
て
き

た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
発
生
で
、

訓
練
の
新
た
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ

た
。
日
本
列
島
は
、
現
在
地
震
の
活
動
期

に
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
後　

年
以

３０

内
に
東
海
、
南
海
地
方
で
発
生
す
る
確
率

は
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
中
、
本
市
で
は
昨
年
か
ら
非
難
所
運
営

委
員
会
を
組
織
し
、
訓
練
し
て
き
た
が
、

実
際
に
被
災
し
た
状
況
を
見
る
と
実
効
性

は
乏
し
い
。
現
実
的
な
対
応
と
し
て
、
防

災
士
な
ど
の
専
門
的
な
有
資
格
者
を
含
め

た
組
織
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の
訓

練
や
組
織
づ
く
り
に
ど
う
取
り
組
む
か
。

　

答　

昨
年
の
防
災
訓
練
は
、
市
民
を
中

心
と
し
た
よ
り
現
実
的
な
避
難
所
運
営
を

想
定
し
、
市
と
連
携
し
た
訓
練
を
実
施
し

た
。
指
摘
の
と
お
り
課
題
が
あ
る
た
め
、

今
年
度
は
、
避
難
所
運
営
委
員
会
や
自
主

防
災
組
織
に
参
加
し
た
地
域
の
方
、
地
区

対
策
や
災
害
対
策
本
部
員
で
あ
る
職
員
の

意
見
を
聞
き
、
現
在
、
課
題
や
見
直
し
が

必
要
な
事
項
の
抽
出
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
こ
う
し
た
結
果
を
次
回
の
訓
練
に

生
か
す
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
実
際
の

被
害
地
の
教
訓
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら

自
主
防
災
組
織
の
充
実
を
図
り
、
地
域
、

行
政
、
他
の
機
関
が
一
体
と
な
っ
た
よ
り

実
効
性
の
高
い
訓
練
を
実
施
し
、
地
域
全

体
の
防
災
力
を
向
上
し
て
い
き
た
い
。　

１月１４日、市民スポーツセンターで「成人のつどい」が開催されました。
今年は、８５５人の新成人のうち、６３９人が集いました

市の鳥「カワセミ」


